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九州・長崎ＩＲ誘致の取組について

［写真左］九州・長崎ＩＲイメージパース ［写真右］九州・長崎ＩＲ候補地（ＨＴＢ）

佐世保市 ＩＲ推進室
令和４（2022）年11月22日(火)

西九州させぼ広域連携都市圏 資料2



ポイント １

 長崎県内では人口減少等の構造的な課題に直面

 経済の活性化や雇用創出等を促進する必要

 ＩＲがもたらす新たな人の流れや良質な雇用の創出
等、九州・長崎の新たな地方創生、地域経済の振興の実現

を目指している

ＩＲ誘致は100年に１度のビッグチャンス



はじめに（長崎IRのおさらい）
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九州・長崎IRの候補用地

 ＩＲ候補地は年間300万人を
集客するテーマパーク

「ハウステンボス」に隣接

 長崎県・佐世保市・ハウステ
ンボスは2019年にＩＲ候補地（約31ha）
の確保について基本合意

 隣接する公共ハーバー・マリーナ
（約１ha）もＩＲ事業者による一体的な活用

３

ＩＲ
候補地

公共

ハーバー
・マリーナ

ハウステンボス
敷地の西側

約３２ha

福岡PayPayドーム

4.5個分
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九州・長崎ＩＲイメージ図
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6５http://groupware.sasebo.local/ableoffice/ProgramGroup/ForumEp/ArticleView.asp?t=1667957239704&folder=7&article=87747

http://groupware.sasebo.local/ableoffice/ProgramGroup/ForumEp/ArticleView.asp?t=1667957239704&folder=7&article=87747
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8事業実施体制 ① 7



9事業実施体制 ②

CASINOS AUSTRIA INTERNATIONAL JAPAN（CAIJ社）
代表 林 明男

九州・長崎IRへの参画準備を目的に設立（2017年）。代表の林は、再生医療等の分野で実績の
実業家である。また、オーストリアの各方面と親密な関係を有し、チャリティー活動なども積極的に行い、
オーストリア各方面と親密な関係を有し、チャリティー活動なども積極的に行い、オーストリア・ウィーン市より
「ウィーン市金の功労勲章」を受賞している

CASINOS AUSTRIA INTERNATIONAL （CAI社）
代表 フリッツ・ピューリンガー

欧州で最大規模のカジノオペレーターであるCasinos Austria AG(CAAG,オーストリア）の子会社
であり、世界35か国のカジノプロジェクトを開設・運営した実績を有する。CAAGの2020年の売上高は
約1,537億円/年。

KYUSHUリゾーツジャパン（KRJ社）
代表 大屋 高志

九州・長崎IRプロジェクト事業の運営主体（SPC）。CAIJ社の１００％子会社として設立（佐
世保市、2022年）。代表の大屋は、みずほ証券やドイツ証券での金融経験の他、フィールズ株式会
社や「Okada Manira」での経営実績を有する
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九州・長崎IRのこれまでの歩み
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九州・長崎IRの誘致に向けた取り組み①

2007年
8月

西九州統合型リゾート
研究会

ＳＴＡＲＴ

2014年
3月

民間（経済界）
からスタート

長
崎
県
が
Ｉ
Ｒ
誘
致
を
表
明

Ｉ
Ｒ
推
進
法

成
立

2016年
12月

国

2018年
7月

Ｉ
Ｒ
整
備
法

成
立

九州・長崎IR
推進決起大会

2018年
10月

地元佐世保で開催
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九州・長崎IRの誘致に向けた取り組み②

2019年
4月

ＩＲ候補地にかかる
基本合意

2020年
1月

カ
ジ
ノ
管
理
員
会
設
置

基
本
方
針
の
公
表

2020年
12月

国

2021年
1月

実
施
方
針
の
策
定

2021年
4月

HTBの一部を
IR候補地に！

※ＨＴＢ・長崎県・佐世保市 県

九州IR推進協議会
（ＫＩＲＣ：カーク）

ＡＬＬ九州

で誘致推進

2021年
8月

Ｉ
Ｒ
事
業
者
の
決
定

県
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九州・長崎IRの誘致に向けた取り組み③

2022年
3月

2022年
3月

公
聴
会
（
佐
世
保
・長
崎
）

佐
世
保
市
議
会
（議
決
）

2022年
4月

2022年
4月

長
崎
県
議
会
（議
決
）

2022年
4月

2022年
秋冬？

区
域
認
定

現在

12

区
域
整
備
計
画
（
案
）

認
定
申
請



IR区域認定を申請している自治体 13

北海道

千葉市

東京都

大阪府・市

長崎県

国内で３箇所
を上限に国が認定

（2019.11見送り表明）

（2020.1見送り表明）

佐世保市

愛知県

和歌山県

横浜市

（2022.4 和歌山県議会で認定申請議案
が否決され申請断念）

（2021.8 横浜市長選でIR
反対の市長が当選）

申請できたのは長崎と大阪の２カ所のみ



ＩＲへの期待
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ＩＲ誘致がもたらす効果 15

01 多様な雇用の創出



ＩＲ誘致がもたらす効果 16

02 定住人口の増加 03 交流人口の増加

ＩＲや関連産業で多くの従業
員が必要となるため、国内外から
の移住が期待できます。
また、若者の市内就職や UJI 
ターンも期待でき、若年層の市
内定着が促進されます。

ＩＲへの観光や MICE 施設を目的
に、国内外から多くの来訪客が期待
できます。
また、来訪客の周遊観光によって、市
内のさまざまな観光地や飲食店、
商業施設などににぎわいが生まれます。



ＩＲ誘致がもたらす効果 17

04 地域経済の活性化 05 農水産業の活性化

来訪客の増加によって、観光や飲食、交通、旅
行代理店などの観光関連事業が活性化します。
また、ＩＲの運営に伴い、さ まざまな食材、物
資、サービスなどの需要が高まり、地元での 調達
が期待できます。
さらには、関連産業の民間投資が拡大し、 幅
広い経済波及効果も期待できます。

ＩＲによって農水産物や畜産物など、
地元の食材や 特産品の需要が高まりま
す。それに向けて、ICT を活用したスマー
ト農業などの取り組みによって生産性を
高めることで、農水産業の活性化も期
待できます。



19九州・長崎ＩＲの効果を域内へ展開 

IR
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様々なIR誘致に向けた対策

19



21九州・長崎ＩＲ誘致に向けた現在の取り組み状況① 

九州ＩＲ推進協議会（KIRC）

行政 議会

経済界

②観光周遊体制の検討

（2021年4月12日発足）

 ＩＲを起点とした周遊観光
 九州の観光コンテンツ活用提案

※共同宣言をする麻生泰氏

20

①ビジネスネットワークの構築

ＩＲ誘致を実現し、
私たちの手で

九州を元気に！

地元調達の促進

地場産業の育成

ＩＲ事業者 地元企業等

九州観光推進機構
長崎県観光連盟
佐世保観光コンベンション協会
九州経済連合会
長崎県
佐世保市
その他（専門家、外国人等)

Ｉ
Ｒ
事
業
者

対
話

九州経済連合会
九州商工会議所連合会
長崎県商工会議所連合会
佐世保商工会議所

地元金融機関

対話



九州・長崎ＩＲを含めた広域観光周遊ルート・観光コンテンツの開発支援、受入環境の整備を図る体制の構築のために、
既存団体との連携体制・取り組みを活かしながら進める。

方向性

佐世保観光
コンベンション協会
（地域連携DMO ）

西九州させぼ広域都市圏
（佐世保市周辺12市町）

県内観光協会
（観光案内所、ガイド等）

九州内DMO*・観光協会

九州の観光圏

長崎県観光連盟

九州観光機構
(広域連携DMO)

広域観光の連携窓口
（カウンターパート）

九州各県関係部署

観光MICE
ｺﾝﾃﾝﾂ

整備支援

離島半島・ｸﾙｰｽﾞ振興主体

九州内ＣＶＢ

観光コンテンツ情報提供・アフターMICE受入調整

九州観光周遊推進体制MICE誘致活動体制

九州・長崎IR・MICE
誘致支援組織（ＣＶＢ）

国際会議
の誘致

観光MICE

コンテンツ
整備支援

MICE

開催助成
・共催支援

関係機関との
調整支援

【送客施設】

【MICE施設】

IR事業者

MICE誘致

ｱﾌﾀｰMICE
広域観光周遊

広域観光
機能

MICE誘致
機能

広域観光関係団体等
によるネットワーク構築

の必要性

広域観光周遊の
検討の場の設置へ

九州IR推進協議会の枠組
を活用したWGの発足へ

観光関係団体のほか、
九州経済団体も参画九州観光周遊WG

構成団体

ネットワーク化のプロセス

実践体制
の構築へ

連携

観光ｺﾝﾃﾝﾂ
情報提供

ｱﾌﾀｰMICE手配（広域観光周遊コース）／受入

九州・長崎ＩＲ誘致に向けた現在の取り組み状況② 
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23九州・長崎ＩＲ誘致に向けた現在の取り組み状況③ 

九州・長崎ＩＲ安全安心ネットワーク協議会準備会
（2021年11月11日発足）

部会 部会の目的（役割）

依
存
症
対
策

・発生予防

・進行予防

・再発予防

青
少
年
・
治
安
等
対
策

青
少
年
対
策

・カジノ入場規制の徹底

・教育機関との連携

・地域等との連携

治
安
対
策

・防犯環境の整備

・住環境の保持

・テロ対策

組
織
犯
罪

対
策

・暴力団等反社会的勢力の
排除

・マネー・ローンダリング対策

〇長崎大学病院
〇長崎県精神医療センター
〇全国ギャンブル依存症
家族の会長崎 など

〇佐世保市ＰＴＡ連合

〇長崎国際大学
〇早岐地区防犯連合協会
〇早岐地区暴力追放運動推進協議会

など

専門機関や地域住民などの、

幅広い団体が参画
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24九州・長崎ＩＲ誘致に向けた現在の取り組み状況④ 

国際観光人材育成コンソーシアム準備会

〇国際観光人材の育成

 リカレント教育の開発
 ＩＲで求められる高い専門性
 地域の観光産業で活躍

ＩＲ事業者

観光事業者

経済団体等

長崎国際大学

長崎県立大学

高等教育機関

連携

地方創生
グローバル人材育成

（2021年4月23日発足）

23

長崎県・佐世保市

オブザーバー
として参画

※ＺＯＯＭにて開催

コンソーシアム発足時のメンバー（想定）



おまけ（IRオプション例）
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ＩＲ区域内において導入される最先端技術を

ＩＲ区域外（周辺地域）に展開
※展開するにあたり支障となる法規制（岩盤規制）をスーパーシティ導入により突破

基本的な
考え方

 ＩＲを軸としたスーパーシティ検討
 ＩＲの区域認定に寄与する（加点要素となる）ことが期待
 ＳＣ選定における強み（他都市との差別化）

※IR事業者には、革新的アイデア提案、技術協力、フィールド提供、資金提供
（スポンサー）を期待

地域課題の解決

ＩＲ区域認定に寄与

佐世保市スーパーシティ構想の策定に向けた検討（佐世保市の施策） 25



本市における取組分野の選定にあたっては、ＩＲ誘致により特に影響が生じると考えら
れる分野（以下の３分野）から優先的に検討していく。

視点

観光

AI・ビッグデータの活用により、観光客
数・観光消費額の増加を目指す

観光客のデータを収集、ビッグデータ化して分
析を行い、AIを活用し来訪者一人ひとり志向
に合わせた観光情報を提供

■具体の取組イメージ
・多言語対応
・最適な移動手段の提示
・ダイナミックプライシング
・混雑発生時のインセンティブ付与によるコント
ロール

交通

長崎MaaSの導入により、地域住民
及び来訪客の快適な移動環境の実
現を目指す

鉄道・バス等の交通事業者とのデータ連携に
より、最適な交通手段を提供

■具体の取組イメージ
・運行情報のリアルタイム更新
・渋滞コントロール、配車コントロール
・駐車場予約システム
・最適な移動手段の提示

防犯・防災

AI・IoTを活用した防犯対策の実施
により、IR区域周辺の防犯体制の高
度化を目指す

AI・IoTを活用した不審車両や不審物、異常
行動等の検知システムを採用

■具体の取組イメージ
・スマートライティング
・ドローンを活用した見守り
・センシング技術やAiを活用した犯罪・災害
発生予測とアナウンス

本市スーパーシティにおける取組分野（案） 26


